
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 号 

2020.10 

秋といえば、「読書の秋」とよく言われます。この言葉は中国の唐の時代（618 年～907 年）の８世紀ごろ

韓愈
か ん ゆ

が書いた漢詩から由来しています。 

気温が低くなり日暮れも早くなってきました。夜が長くなった分、ちょっと時間的にも余裕が出てくる時期

です。手軽に読める電子書籍もいいですが、紙の本の持ち味はページを繰ることで「読む」を実感できるこ

と。ぜひ本のページをめくってみてください。秋の夜長、本とともにゆったりと流れる時間を過ごして、じっくり

本の世界を堪能してみてください。 

 

 

 

日時 2020年 11月 9日（月）１５：４５～    

場所 笠田高校 図書館 

内容 漫画について語ろう！ 

～読書会のご案内～ 

＊どんな漫画が気に入っていますか？ 

＊今まで感動した漫画はありますか？ 

＊学校の図書館にこんな漫画があればいいな。 

               などなど・・ 

 

 

『サキの忘れ物』  津村記久子（著）   新潮社 

この本には、『サキの忘れ物』の他」に９つの短編が収められています。そのひとつひとつがとても読みやすい作品で

す。その中から『サキの忘れ物』を紹介します。 

 

千春がバイトをする喫茶店に毎日やってくる女の人（作中には「女性」ではなく「女の人」と書かれています。）との出

会いを通して、本を読んだことのなかった千春が本の魅力を見いだしていきます。その女の人は 1 時間くらい本を読ん

で過ごしているのですが、ある日 1 冊の文庫本を忘れました。その本は「サキ」という作家が書いた短編集でした。ひと

晩だけ千春はその本を家に持って帰ることにしました。千春は最後まで読めた本は今まで、1冊もありませんでした。国

語の教科書に載っていた小説なら授業で読んだことはあるけれど、誰も恋に落ちたり、死んだりしないから起伏がなく

て、何がいいのかわからなかったのです。この本もどうせ読まないけれど、その「サキ」という作家の顔写真をゆっくり眺め

ようと思い持ち帰ったのです。薄いわりにたくさん話が入っていた本なのですが、千春からすれば、どれを読んだらいい

のかまったく判断できなかったので、本を読むことを諦めました。千春は最初の話から読めばいいのだろうとも思ったので

すが、読めるけれど意味のわからない単語がいくつか出てきたので、たちまち読む気をなくしました。そして、文庫本は

女の人の元に戻っていきました。しかし、千春は「サキ」の本がとても気になり、自分で買うことにしたのです。文庫本を

初めて本屋さんで買った千春は、おもしろいかつまらないかわかるようになりたいと思いました。この軽い小さな本のこと

だけでもわかるようになりたいと思ったのです。そして、千春は十年後、女の人と再会をします。 （＊＊お薦めします＊） 

 

 

読んでみました 

誰でも参加することができ

ます。漫画のことなら、 

「まかせなさい！」と 

思う生徒は、是非参加し

て下さい。 
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 書      名 著 者 名 出 版 社 分類番号 

１ 暴言 ―シェイクスピアの政治学（岩波新書 1846） ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ｸﾞﾘｰﾝﾌﾞﾗｯﾄ 岩波書店 932.5 

２ ドイツ統一（岩波新書 1847） ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ﾚﾀﾞｰ 岩波書店 234.075 

３ 道教思想１０講（岩波新書 1848） 神塚淑子 岩波書店 166 

４ 有島武郎 ―地人論の最果てへ（岩波新書 1849） 荒木優太 岩波書店 910.268 

５ 過労死しない働き方 （岩波ジュニア新書 924） 川人博 岩波書店 366.99 

６ こころと身体の心理学（岩波ジュニア新書 923） 山口真美 岩波書店 493.09 

７ 買い物難民対策で田舎を残す（岩波ブックレット 1033） 村上稔 岩波書店 367.75 

８ 最新知見で新型コロナとたたかう（岩波ブックレット 1034） 岡田晴恵 岩波書店 498.6 

９ この音とまれ！２３（漫画） アミュー ホーム社 726.1 

10 物語を売る小さな本屋の物語 鈴木潤 晶文社 024.067 

11 新装版米軍が記録した日本空襲 平塚柾緒 草思社 210.75 

12 「生類憐みの令」の真実 仁科邦男 草思社 210.52 

13 百舌鳥・古市古墳群 凸凹地図とおさんぽマップ  実業之日本社 216.3 

14 てくてく歩き 京都 ブルーガイド編集部 実業之日本社 291.62 

15 証言 2019 ナガサキ・ヒロシマの声 第 33集 長崎の証言の会 汐文社 319.8 

16 地図から読み解く自然災害と防災（減災） 酒井多加志 近代消防社 369.3 

17 生物 生命の謎に迫る旅 トム・ジャンクソン 丸善出版 460.21 

18 13歳からの環境問題 志葉玲 かもがわ出版 519 

19 日本の刃物研ぎの技法 大工道具研究会（編） 誠文堂新光社 581.7 

20 自由の森学園の学食レシピ 自由の森学園食生活部（編） 講談社 596 

21 砂と人類 ｳﾞｨﾝｽ･ﾊﾞｲｻﾞｰ（著） 草思社 569.8 

22 果実とパンの組み立て方 ナダカユイ 誠文堂新光社 596.63 

23 馬場のぼるのスケッチブック 馬場のぼる こぐま社 726.5 

24 被爆 ヒロシマ・ナガサキいのちの証 江成常夫 小学館 748 

25 韓国語単語イラスト Book 山崎亜希子（監） ナツメ社 829.14 

26 最高の走り方 弘山勉 小学館 782.3 

27 雨の日は、いっしょ 大久保雨咲（作） 佼成社 913.6 

28 もし、ティラちゃんと出会ったら「どうする？」 梅野雄佑 文芸社 913.6 

29 はぐれくん、おおきなマルにであう ｼｪﾙ･ｼﾙｳﾞｧｽﾀｲﾝ あすなろ書房 933 

30 ひみつのビクビク ﾌﾗﾝﾁｪｽｶ･ｻﾝﾅ 廣済堂あかつき 933.7 

31 滅びの前のシャングリラ 凪良ゆう 中央公論新社 913.6 

32 セイレンの懺悔 中山七里 小学館 913.6 

33 ジゼル 秋吉理香子 小学館 913.6 

34 虹色チェンジメーカー（小学館新書） 村木真紀 小学館 367.9 

35 沈みゆくアメリカ覇権（小学館新書） 中林美恵子 小学館 312.53 

36 「男女格差後進国」の衝撃（小学館新書） 治部れんげ 小学館 367.1 

♪新しい本がいっぱい・・・♪ 

https://ilapon.com/acorn-line/donguri-line/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


